
護
保
険
は
、保
険
外
サ
ー
ビ
ス
と
の
組

み
合
わ
せ
利
用
を
認
め
る
の
に
、い
ま
、

な
ぜ「
混
合
介
護
の
弾
力
化
」が
論
じ
ら
れ
る

の
か
。そ
の
対
象
は
主
に
生
活
支
援
だ
が
、地

域
包
括
ケ
ア
体
制
に
よ
る「
互
助
」で
整
え
る

は
ず
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

上
乗
せ
型
と
併
用
型

　

介
護
保
険
法
は
現
物（
サ
ー
ビ
ス
）給
付
の

制
度
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、医
療
保
険
と
は
異
な
り
、給
付
に

上
限
を
設
け
る
。そ
の
線
引
き
の
た
め
在
宅
で

は
要
支
援
・
要
介
護
度
ご
と
に
支
給
限
度
基
準

額
が
定
め
ら
れ
た
。要
支
援
1
の
約
5
万
円
相

当
か
ら
要
介
護
5
の
約
36
万
円
相
当
ま
で
金

額
で
サ
ー
ビ
ス
の
使
用
範
囲
を
示
す
。施
設
で

は
要
介
護
度
ご
と
の
定
額
報
酬
の
範
囲
で
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
。

　

在
宅
で
限
度
額
を
超
え
て
も
自
己
負
担
で

保
険
外
の「
上
乗
せ
利
用
」は
で
き
る
。ま
た
、

限
度
額
内
で
も
保
険
外
の
サ
ー
ビ
ス
を
自
己

負
担
で「
併
用
利
用
」も
で
き
る
。

　

と
こ
ろ
が
、昨
2
0
1
6
年
9
月
、公
正
取

引
委
員
会
は「
介
護
分
野
に
関
す
る
調
査
報

告
書
」で「
混
合
介
護
の
弾
力
化
」を
提
案
し
た
。

次
い
で
政
府
の「
規
制
改
革
推
進
会
議
」も「
介

護
サ
ー
ビ
ス
改
革
」と
し
て
、保
険
と
保
険
外

の
柔
軟
な
組
み
合
わ
せ
を
提
唱
し
た
。東
京
都

豊
島
区
は
国
家
戦
略
特
区
制
度
の
適
用
を
申

請
し
、18
年
度
に
も“
混
合
介
護
”の
導
入
を
目

指
す
、と
い
う
。

“
公
私
混
同
”は
難
し
い

　
「
上
乗
せ
利
用
」は
可
能
だ
が
、支
給
限
度
を

超
え
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
人
は
総
数
の

わ
ず
か
1
・
3
％
に
過
ぎ
な
い（
厚
労
省
15
年

5
月
分
調
査
）。サ
ー
ビ
ス
の
平
均
的
な
利
用

自
体
が
軽
度
者
で
は
限
度
額
の
4
割
、重
度
者

も
同
6
割
程
度
に
止
ま
る
。

　
「
併
用
利
用
」は
や
や
っ
こ
し
い
。た
と
え
ば
、

利
用
者
の
食
事
と
は
別
に
保
険
外
の
家
族
用

を
作
る
際
は
、調
理
時
間
を
明
確
に
区
切
っ
た

り
、ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
交
代
さ
せ
た
り
す
る
。

利
用
者
本
人
の
部
屋
以
外
を
掃
除
す
る
場
合

も
別
の
時
間
帯
に
す
る
等
の
工
夫
が
い
る
。こ

の
区
分
け
が
保
険
者（
市
町
村
）の
判
断
で
異

な
り
事
業
者
や
利
用
者
は
戸
惑
う
。

　

一
方
、ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
に
聞
く
と「
家
族

介

2017.3 ■健康保険 40

“混合介護”は
地域包括ケアと

両立するか

介護保険法改定



利用したことがある・利用したい保険外サービス

特になし
限度額を超えて利用するサービス
訪問理容・美容
見守り・安否確認・緊急通報
通院時の待ち時間の付き添い･待機
移送・移動を伴う付き添い（旅行を含む）
配食・共食・季節ごとの手間をかけた調理
買い物代行
訪問介護で「通院等の目的」以外の乗車･降車の介助
訪問介護員の指名など付加価値を加える
家具等の移動・修繕、大掃除、家屋修理、ペンキ塗り
草むしり、花木の水やり、犬の散歩など

43.4％
18.7％
16.5％
15.4％
13.7％
13.0％
12.1％
10.3％
10.0％
7.4％
5.9％
4.4％

　　　公正取引委員会調査（回答931人、複数回答可、「その他」は略）

1
人
分
程
度
な
ら
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
1
人
前
も

2
人
前
も
同
じ
手
間
」と
、現
場
の
知
恵
で
対

応
す
る
例
が
多
い
よ
う
だ
。

　

そ
ん
な
中
で
公
正
取
引
委
員
会
は「
保
険
内

と
保
険
外
を
組
み
合
わ
せ
同
時
一
体
的
な
提

供
」を
求
め
、さ
ら
に「
サ
ー
ビ
ス
の
質
に
応
じ

た
料
金
設
定
」と
し
て
指
名
料
の
徴
収
を
提
案

し
た
。

　

食
事
や
掃
除
や
洗
濯
を
家
族
の
分
ま
で「
同

時
一
体
的
」に
や
っ
て
も
ら
う
の
は
便
利
そ
う

だ
が
、支
払
い
は
人
数
割
で
保
険
請
求
と
自
己

負
担
に
振
り
分
け
る
の
か
。サ
ー
ビ
ス
ご
と
、

利
用
日
ご
と
に
対
象
の
家
族
数
は
変
わ
り
請

求
・
支
払
い
は
複
雑
に
な
る
。安
い
保
険
内
負

担
に
家
族
分
負
担
を
ツ
ケ
回
す
恐
れ
も
あ
る
。

　

本
人
が
出
来
る
こ
と
を
や
っ
て
も
ら
う
自

立
支
援
型
の
援
助
は
家
族
サ
ー
ビ
ス
と
同
時

一
体
的
に
行
え
る
の
か
。保
険
外
サ
ー
ビ
ス
を

頼
ま
な
い
と
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
を
渋
る

事
業
所
が
出
て
こ
な
い
か
。

　

ま
た
、特
定
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
を
求

め
る
際
の「
指
名
料
」は
是
か
非
か
。介
護
保
険

は「
選
べ
る
福
祉
」を
掲
げ
、事
業
所
を
自
由
に

選
べ
る
が
、ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ら
を
名
指
し
で

呼
ぶ
の
は「
バ
ー
や
キ
ャ
バ
レ
ー
じ
ゃ
あ
る
ま

い
し
」と
一
蹴
さ
れ
た（
橋
本
泰
子
・
当
時
の
医

療
保
険
福
祉
審
議
会
・
老
人
福
祉
部
会
委
員
の

発
言
）。

大
方
針
に
棹さ
お
さ
す

　

す
で
に
株
式
会
社
等
の
事
業
所
の
57
・
6
％
、

社
会
福
祉
法
人
の
38
・
0
％
が
保
険
外
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
す
る（
公
取
委
調
査
）。確
か
に
市
町

村
に
よ
り
異
な
る
併
用
ル
ー
ル
を
明
確
化
す

る
必
要
は
あ
る
。だ
が
、都
市
部
で
は
民
間
家

事
援
助
が
普
及
し
つ
つ
あ
り
、保
険
内
サ
ー
ビ

■
宮
武  

剛
（
み
や
た
け
・
ご
う
）

毎
日
新
聞
社
・
論
説
副
委
員
長
、埼
玉
県
立
大
学
、目
白
大
学
・
大
学
院
の

教
授
を
経
て
、財
団
法
人
・
日
本
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
振
興
会
理
事
長
。

財
務
省「
財
政
制
度
等
審
議
会
」委
員
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ「
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ジ
ャ

パ
ン
」会
長
も
務
め
る
。

ス
で
満
足
で
き
な
い
際
は
そ
れ
を
使
え
ば
済

む
で
は
な
い
か
。

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
指
名
を
望
む
声
は
公

取
委
の
調
査
で
7
・
4
％
に
過
ぎ
な
い（
図
参

照
）。指
名
料
と
い
う
副
収
入
が
格
段
に
増
え

る
と
は
思
え
な
い
。豊
島
区
で
は
訪
問
看
護
師

の
指
名
料
も
導
入
す
る
構
え
だ
が
、“
人
気
商

売
”の
よ
う
な
報
酬
に
な
ら
な
い
か
、是
非
は

分
か
れ
る
。

　

最
大
の
疑
問
点
は
、地
域
包
括
ケ
ア
体
制
と

の
関
係
で
あ
る
。

　

保
険
外
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
は
、調
理
や
清
掃

を
初
め
、配
食
、通
院
介
助
、買
い
物
代
行
、庭

の
草
む
し
り
や
ゴ
ミ
出
し
な
ど
だ
。こ
の
種
の

支
援
を
社
会
福
祉
協
議
会
、社
会
福
祉
法
人
、

自
治
会
、N
P
O
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
が
担
っ

て
い
る
事
例
は
多
い
。

　

政
府
・
厚
労
省
は
、地
域
包
括
ケ
ア
体
制
の

構
築
に
よ
っ
て
、様
々
な
生
活
支
援
を
地
域
ぐ

る
み
の「
互
助
」で
実
現
し
よ
う
と
、呼
び
か
け

る
。そ
の
大
方
針
と「
混
合
介
護
の
弾
力
化
」は

逆
の
流
れ
に
思
え
る
。
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